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明けましておめでとうございます。昨年は新型コロナウイルス感染症も一段落し、日常が戻ってきた年でした。

その一方、医師の働き方改革がいよいよ本年より実施され、その準備に追われた年でもありました。

さらに今年は診療報酬と介護報酬の同時改定の年であり、２０２５年問題とその先の医療、介護の方向性が

出されると思われ、どのような改定になるのか心配しております。ただ、医療については、病院間での、あるいは

病院と診療所での役割分担がさらに推進される方向には行くのだろうと考えております。

その状況を踏まえて当院は、本年に介護医療院開設、その後の地域包括ケア病棟の開設も目指しており、

地域密着多機能型病院として、ますますこの地域への貢献を続けていく所存です。本年もよろしくお願いします。

新年明けましておめでとうございます。

昨年中は多くの地域の先生方の御協力、御高配を賜り厚く御礼申し上げます。

当院整形外科は、上・下肢の外傷や変性疾患を中心に手術加療を行っております。大腿骨近位部骨折も受傷48時間

以内の手術を目指して診療しています。リハビリ病棟も増床し、入院が必要な脊椎圧迫骨折や骨盤骨折などにも柔軟に

対応致しますので、相談頂けたらと思います。

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。

昨年も皆様のお支えにより少ない人員ながらなんとか診療を続けることができ、誠に心より感謝致します。

本年は、さらなる医師の働き方改革により、本グループの売りである24時間診療も継続が危ぶまれております。そのような

中でも、地域住民の健康と平和を守っておられる皆様を少しでもお助けをできるよう試行錯誤して行きますので、何卒、

引き続きお力添えとご協力をお願い致します。

旧年中は大変お世話になりありがとうございました。

近隣の医療機関様におかれましては、新規患者様のご紹介や、緊急処置や手術を必要とされる患者様の治療を多数

お引き受けいただきましたことなど感謝の念にたえません。当科では、おもに排尿障害の薬物療法や検査の面では

膀胱鏡検査やCT、前立腺生検など、そのほか膀胱カテーテル管理などを中心に診療を行っております。

本年もひきつづきまして宜しくお願い申し上げます。

内科部長 鈴木 尚亨

外科部長 森 光生

泌尿器科部長 恵 謙

明けましておめでとうございます。今年も地域の各医療機関と緊密な連携を取り、個人個人の状況に合わせた治療法を

提案・説明し、安全に遂行する様に努力して参ります。

本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。
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つ年の２０２４年！

小児科部長 八尾 徳明

整形外科部長 堀川 明

いつも大変お世話になっております。今後ともよろしくお願い致します。

歯科口腔外科部長 田中 信幸

当院では口腔癌や顎の変形、骨折、耳下腺や顎下腺疾患、顎関節疾患のみならず、一般歯科では対応が困

難な患者さんの治療を行っています。例えば歯科治療恐怖症にて鎮静の必要な歯科治療、埋状歯、抗血栓薬

（血をサラサラにする薬）を使用している患者さんの抜歯、義歯を制作するために必要な骨の隆起の切除などで

す。お問い合わせの上ご利用ください。

医療相談室 水野 三有紀

謹んで新春のお慶びを申し上げます。旧年中はお世話になり、誠にありがとうございました。

昨今の物価上昇により、人々の財布のひもは固くなり、それに伴い痛くても辛くても受診を控える人も増えています。

しかしそれはとても恐ろしいことであり、更に病気は悪化し、身体にも心にもお財布にも悪影響しかありません。

今こそ私たち医療従事者は、受診の大切さを伝えていくべきでしょう。

こんな時代だからこそ、健康が一番の財産であるということを！ 今年もよろしくお願いします。

病診連携室 長嶋麻祐子 山本里子

耳鼻咽喉科部長 墨 一郎

明けましておめでとうございます。近年、高齢化がずいぶんと進み、飲み込みの機能の低下でむせるケースが

増えています。特に水や味噌汁でむせる。こういった症状がではじめたら、早い段階で嚥下に関係する筋肉のト

レーニング、食事をするときの姿勢を変えることで、咽せが改善するケースを経験します。耳鼻いんこう科外来で

は、自立できている方に嚥下に関する診療、アドバイスをしています。

明けましておめでとうございます。

今後も皆さまに親しまれ、お役に立てるような連携を目指してまいります。

本年もよろしくお願いいたします。
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明けましておめでとうございます。新型コロナウイルス感染症が５類感染症になり、小児科外来も以前の状態に戻り

つつあるように思われます。今後、新型コロナウイルスの動向は気になりますが、季節外れのインフルエンザの流行

や鳴りを潜めていた従来の感染症も危惧されます。当院小児科では専門的な治療や入院加療はできませんが、点

滴や血液検査、超音波検査が必要な症例などご紹介いただければと思います。本年もよろしくお願いいたします。
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